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1.  平成25年3月期第3四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年12月31日） 

（注）連結子会社のみなし取得日を前連結会計年度末としていることから、前連結会計年度は貸借対照表のみを連結しております。ついては、前年同四半期の
連結経営数値及び増減率については記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第3四半期 13,289 ― 140 ― 124 ― 98 ―
24年3月期第3四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 25年3月期第3四半期 96百万円 （―％） 24年3月期第3四半期 ―百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第3四半期 5.56 ―
24年3月期第3四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第3四半期 15,692 4,678 29.8 263.94
24年3月期 15,640 4,616 29.5 260.46
（参考） 自己資本   25年3月期第3四半期  4,678百万円 24年3月期  4,616百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00
25年3月期 ― 0.00 ―
25年3月期（予想） 2.00 2.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
（注）連結子会社のみなし取得日を前連結会計年度末としていることから、前連結会計年度は貸借対照表のみ連結しております。ついては、対前期増減率につ
いては記載しておりません。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,600 ― 180 ― 120 ― 70 ― 3.95



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注
記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積の変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財
務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧く
ださい。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期3Q 18,602,244 株 24年3月期 18,602,244 株
② 期末自己株式数 25年3月期3Q 878,193 株 24年3月期 876,912 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期3Q 17,724,259 株 24年3月期3Q 17,725,757 株
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 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。 

 なお、前連結会計年度末より連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期との比較分析は行っておりません。

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第３四半期連結累計期間における我が国の経済は、東日本大震災の復興需要等により緩やかな回復の兆しが見

られておりましたが、海外経済の減速などの影響で景気が踊り場局面となるなど、先行きは不透明な状況となって

おります。 

  当建設業界におきましては、政府建設投資は震災復興を中心に増加、民間建設投資についても緩やかな回復が見

込まれておりますが、復興需要急増による労務や資機材の逼迫が徐々に東北から全国に波及するなど、収益環境は

総じて不透明な状況にあります。 

  このような環境の中で、当社グループは安定した利益確保に向けて、土木、建築の受注確保、工事施工の効率

化、コストの適切な削減などを一層進め、全社総力を挙げて営業活動を展開いたしました。 

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高は17,319百万円、売上高は13,289百万円

となりました。損益面では営業利益140百万円、経常利益124百万円、四半期純利益98百万円となりました。 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①土木事業 

 当社グループの主力である土木事業におきましては、総力を挙げて受注確保に向けた営業活動を展開し、総合評

価入札方式への対応の強化に一層努めました。また、前連結会計年度より連結子会社となりました㈱シーピーケイ

の事業活動も順調に推移いたしました。 

 この結果、受注高は12,693百万円、売上高は9,038百万円、セグメント利益は795百万円となりました。 

②建築事業 

 建築事業におきましては、マンション市場が回復の兆しを見せ始めていることや、耐震補強分野では政府が学校

施設の耐震補強工事を進めていることから、「ＦＲ板」や「パラレル構法」の一層の営業強化に努めました。 

 この結果、受注高は4,389百万円、売上高は4,073百万円、セグメント利益は579百万円となりました。 

③不動産賃貸事業 

 不動産賃貸事業におきましては、市況の低迷からテナント獲得の競争激化や賃料値下げ要請など厳しい市場環境

が継続しており、受注高は235百万円、売上高は177百万円、セグメント利益は91百万円となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、工事進捗による受取手形・完成工事未収入金等及び未成工事

支出金の増加等により、前連結会計年度末に比べ51百万円増加し、15,692百万円となりました。 

（負債） 

 負債合計は、短期借入金の増加等があったものの、工事進捗による未成工事受入金の減少等により、前連結会計

年度末に比べ9百万円減少し、11,014百万円となりました。 

（純資産） 

 純資産合計は、当第３四半期連結累計期間が純利益となったことから前連結会計年度末と比べ61百万円増加し、

4,678百万円となりました。 

 また、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ0.3ポイント上昇し、29.8％となりました。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

  連結業績予想につきましては、平成24年５月15日の「平成24年３月期 決算短信」で公表いたしました通期

の連結業績予想に変更はありません。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。 

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。 

   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 （会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更) 

  当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 なお、これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響

は軽微であります。  

   

該当事項はありません。   

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 1,925 1,885

受取手形・完成工事未収入金等 6,321 6,413

未成工事支出金 162 397

製品 145 119

材料貯蔵品 105 123

未収入金 453 350

その他 83 142

貸倒引当金 △8 △8

流動資産合計 9,189 9,424

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 1,753 1,685

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 881 783

土地 3,372 3,371

リース資産（純額） 2 1

建設仮勘定 － 0

有形固定資産合計 6,009 5,841

無形固定資産   

のれん 184 170

その他 12 8

無形固定資産合計 197 179

投資その他の資産   

投資有価証券 119 113

その他 129 136

貸倒引当金 △4 △3

投資その他の資産合計 244 246

固定資産合計 6,451 6,267

資産合計 15,640 15,692
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 5,394 5,368

短期借入金 1,026 1,326

未払法人税等 42 44

未成工事受入金 706 473

預り金 620 634

完成工事補償引当金 17 16

工事損失引当金 71 67

その他 289 254

流動負債合計 8,168 8,185

固定負債   

長期借入金 774 711

退職給付引当金 1,023 1,064

課徴金等引当金 810 810

その他 246 241

固定負債合計 2,855 2,828

負債合計 11,023 11,014

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,379 2,379

資本剰余金 1,711 1,711

利益剰余金 859 922

自己株式 △334 △334

株主資本合計 4,616 4,679

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 0 △1

その他の包括利益累計額合計 0 △1

純資産合計 4,616 4,678

負債純資産合計 15,640 15,692
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

売上高 13,289

売上原価 11,824

売上総利益 1,465

販売費及び一般管理費 1,324

営業利益 140

営業外収益  

物品売却益 6

その他 9

営業外収益合計 16

営業外費用  

支払利息 22

支払保証料 7

その他 3

営業外費用合計 32

経常利益 124

特別利益  

固定資産売却益 11

投資有価証券売却益 3

特別利益合計 14

税金等調整前四半期純利益 138

法人税、住民税及び事業税 40

法人税等調整額 －

法人税等合計 40

少数株主損益調整前四半期純利益 98

少数株主利益 －

四半期純利益 98
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 98

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 △1

その他の包括利益合計 △1

四半期包括利益 96

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 96

少数株主に係る四半期包括利益 －
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 該当事項はありません。   

   

   

 該当事項はありません。   

   

   

当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日） 

１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。 

 当社は、ＰＣ技術をコア技術とした土木・建築工事の請負、企画、設計、施工管理及び製品の製造・販売

を行う土木事業、建築事業を主要事業とし、事業別に本部を置き、各本部は事業毎に包括的な戦略を立案

し、事業活動を展開しております。また、連結子会社である㈱シーピーケイは、ＰＣマクラギ製品の製造・

販売を行う土木事業を展開しております。さらに、不動産賃貸事業は、資産の有効活用を目的とした不動産

の賃貸、管理等を行っております。 

 したがって、当社グループは、建築事業部門を基礎とした土木・建築別のセグメント「土木事業」、「建

築事業」及び賃貸部門の「不動産賃貸事業」の３つを報告セグメントとしております。   

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                         （単位：百万円） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設資機材のリ

ース等であります。 

２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書計上額の「売上総利益」と調

整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

                                                                        

    該当事項はありません。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報等

  

報告セグメント 
その他 
（注）１

合計 
  

調整額 
  

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）２ 

土木事業 建築事業 
不動産 
賃貸事業

計 

売上高                 

外部顧客への売上高  9,038  4,073  177  13,289  0  13,289  －  13,289

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

 －  －  －  －  －  －  －  －

計  9,038  4,073  177  13,289  0  13,289  －  13,289

セグメント利益又はセ

グメント損失（△） 
 795  579  91  1,465  △0  1,465  －  1,465

（６）重要な後発事象
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